
3/19㊏～ 5/29㊐ 6/11㊏～ 9/25㊐ 前期：～ 7/31
後期：8/2 ～ 1/4㊌～ 4/16㊐ 前期：～ 2/26

後期：2/28 ～10/8㊏～ 12/18㊐ 前期：～ 11/13
後期：11/15 ～

＜展示室 1 ＞

小磯良平作品選Ⅰ
当館で収蔵する小磯良平の
作品を展示します。

小磯良平《三人の外国婦人》1973  当館蔵

＜展示室 1 ＞

小磯良平作品選Ⅱ

＜展示室 3 ＞

コレクション企画展示

没後20年 関口俊吾の親密世界
関口俊吾（1911-2002）は神戸市出身の画家です。パ
リ国立高等美術学校で学び、明るい色彩と抒情的であ
たたかい作風は、フランスの
人々にも高く評価されました。
彼の作品に息づく、喜び、悲
しみ、そして楽しみといった、
人間の営みを感じさせる親密
な世界をお楽しみください。

関口俊吾《アムステルダム》1972  当館蔵

＜展示室 2・3 ＞

コレクション企画展示

石
い し

阪
さ か

春
は る

生
お

と新制作の神戸

＜展示室 3 ＞

コレクション企画展示

神戸に生まれて

＜展示室 1・2・3 ＞

特　別　展

秘蔵の小磯良平
―武田薬品コレクションから

＜展示室 1・2・3 ＞

特　別　展

開館30年特別展 竹中郁と小磯良平

―詩人と画家の回
メ モ ワ ー ル

想録―

神戸市に生まれた、個性豊かな9人の画家たちの作品
を紹介します。

＜展示室 2 ＞

新聞連載小説挿絵原画展
『適齢期』（六）【白川渥・著】

小磯良平が手掛けた挿絵を紹
介します。第260回から300回

（最終回）の挿 絵と章カットを
展示します。

小磯良平《『適齢期』第 284 回 終りと始め（四）》
1967  当館蔵

林 重義《将棋をするピエロとアルルカン》
c.1929-31  当館蔵金山平三《神戸風景》 1915  当館蔵

武田薬品工業株式会社の社長、六代目武田長兵衞氏は、
小磯良平の生涯の友であり、小磯芸術の良き理解者とし
てその作品を収集していました。本展では、二人の交友
を紹介するとともに、油彩画や薬用植物画など、秘蔵の
コレクションを公開します。

詩人･竹中郁と画家･小磯良平は、神戸二中（現･兵庫
高校）で出会い生涯の友となりました。それぞれ関西学
院（現･関西学院大）と東京美術学校（現･東京藝大）を
卒業後、ともにヨーロッパへ遊学し、帰国してからは神
戸で活躍しました。人生の大半を親友として過ごした二
人は、表現媒体は異なりますが、軽やかで清冽な作風
を共有しています。本展では、交友のあった芸術家た
ちの作品も交えながら、彼らの芸術をたどります。

小磯良平《踊り子》
1935  武田薬品工業株式会社蔵

小磯良平《アンズ》
1959  武田薬品工業株式会社蔵

竹中郁
「生きてゐる十人の
友の墓碑銘」より

「小磯良平」 1947

小磯良平《彼の休息》 1927  東京藝術大学蔵

君とぼくとは前の世で
そしらぬ顔だった

君は大工さんで
ぼくは八百屋だったものさ
中学校で机をならべて以来

ながいこった
君が兄弟衆とくらしたより

ぼくとくらした方が多い勘定だ
死ぬときの経帷

か た び ら

子もお揃へとしとくか

小磯良平《室内のＴ氏像》
1966  当館蔵

当館で収蔵する小磯良平の
作品を展示します。

小磯良平《横向きの裸婦》 1955  当館蔵

1929（昭和４）年に神戸に生まれた石阪春生は、1956
（昭和31)年に抽象絵画で関西新制作に登場しまし
た。以後新制作協会を拠点に活躍し、モノクロームな
色調の中に幻想的な世界を描いた「女のいる風景」連
作は石阪のライフワークと
なりました。本展では石阪
の油彩画35点、水彩４
点を中心に、交流があっ
た神戸の画家たちの作品
を展示し、その活動を振
り返ります。 石阪春生《海岸倉庫の白い扉より》

（コラージュ） 1997  当館蔵

石阪春生
《馬具たち（女のいる風景）》
1997  当館蔵
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は休館日 ◎ 年間を通しての展覧会スタンプラリーを開催します。ぜひご参加ください。

4
月

日 月 火 水 木 金 土
　    　 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

5
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 　 　 　 　

6
月

日 月 火 水 木 金 土
　 　 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

7
月

日 月 火 水 木 金 土
    1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

10
月

日 月 火 水 木 金 土
     1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

11
月

日 月 火 水 木 金 土
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